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セミナー開催の背景・目的1.
2

4
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　当セミナーは農福連携の取り組みによって生産される農産物や農産加工品のブランディングを

推進するため「商品担当者様向け」と「経営者・管理者様向け」共に、講義と体験ワー クの 2 本立て

で企画・実施しました。講義ではブランディングの基礎を、体験ワークでは現場で課題解決に向かう

ためのブランディングワークに取り組んでいただきました。体験ワークで使用したシートは「価値を

伝えるための実行計画書」です。セミナー中はもちろんセミナー後にも「価値」の抽出や分析を行なう

ことで、それぞれの現場で内外部のスタッフと共有し課題解決に取り組む際に活用できる仕様と

なっています。

　今回このような企画としたのは以下の理由があります。

　弊社は関東を中心に各地方や海外で農業に携わる方々へ、売上と価値向上の手段としてブラン

ディングデザインを提供しております。その中で、その人がその地域の歴史や文化、環境に囲まれ

ているからこそ生まれた唯一無二の商品やサービスがあるにも関わらず、お客様とのコミュニケー

ションに課題を持つがゆえに売上や価値の向上に結びついていない悩みにたくさん出会ってきま

した。また、お客様のみではなく内部スタッフや外部協力者との統制が取れず前に進めない例も

多く見てきました。

　同じく福祉に携わる方々へのデザイン支援を行なうと、多くの方が「広報誌やチラシなどで伝えて

いるのに伝えたい相手に伝わっていない」「ブランディングは難解」「ネット発信は怖い」など悩み

を打ち明けてくれました。日々の相談対応業務や対面での支援活動などと自社商品や事業の営業

は、「伝える」という意味では同じ行為です。しかし福祉の方々にとっては捉え方が異なるようです。

　私たちの暮らしには両業界が欠かせません。しかし農業も福祉も「価値を語る言葉」を創る機会

が少ないのか、まだまだ正しい評価を得ていない印象を受けます。お話を伺い体験するたび、「言葉」

以外のことでさえも敏感に汲み取みながら他業界が驚くほどのアイディアや技術を日々開発・

活用するクリエイティビティに、未だ驚きが止みません。農福連携は、両業界の発展や雇用問題など

の社会を変える可能性を秘めています。この価値を内包している皆様に、ブランディングを事業に

活かす機会を提供したい＿＿＿そんな想いで企画いたしました。

　世界はコロナウィルスにより一変しました。誰もが未来を予測しづらい今だからこそ、改めて

自分の商品・サービスが社会の中でどのような役割を担うのか、これからの将来手を取り合いたい

お客様はどんな方々か、その方々に価値を理解してもらえたその先の社会で何を実現していくのか

______ このセミナーやブランドガイドブックにより、皆様が「語る言葉」を持ち、新しい未来の価値

を創るお手伝いができましたら幸いです。



事業の内容

 
施実のーナミセドンラブ携連福農 　

　　以下の内容でセミナー開催した。

 1 参集対象 : 農福連携に取り組む福祉事業所または農業者、その関係者

 2 講演内容及び講師 :農林水産省と協議し、以下の通り、決定・実施

 3 講演内容 :「商品担当者様向け」と「経営者・管理者様向け」に分け、講義とワークの2本立て

てでブランディングの基礎を体験する

 4 講師 : 株式会社コトリコ 代表取締役 江藤梢

 5 実施規模等：「商品担当者様向け」と「経営者・管理者様向け」共に、農業関係及び福祉事業

所や関係者それぞれ 20名ずつで実施

　 インタビュー動画の作成
　　農福連携に携わる2組にインタビューし、セミナー開催前に一般公開

　 オンライン相談会の実施
　　セミナー受講生先着8組に、45分のブランドオンライン相談会を実施

　 ブランドガイドブックの作成
　　受講生全員に、セミナーで使用した資料をまとめたガイドブック製作し無料配布

　 報告書の作成
　　1の結果について取りまとめの上、報告書を作成した。

本章では、令和 3 年1月21日から2月 4日にかけて実施した、「農福連携ブランドセミナー」の

開催結果の概要を説明し、成果を確認していく。

開催概要1.

商品担当者様向けセミナー

開催日程は下記の通り。

　商品担当者様向け　  ：令和3年1月21日（木）13:30 -17:00

　経営者・管理者向け ：前編 令和3年1月28日（木）13:30-16:30

　　　　　　　　　　　  後編 令和3年 2月 4日（木）13:30-16:30

「農福連携ブランドセミナー」は、農業関係及び福祉事業所や関係者を対象にオンライン

（WEB セミナーアプリ世界シェア No.1 の「ZOOM ウェビナー」）にて実施

時間 内容

開場

挨拶、案内

ブランドを理解しよう
ブランディングを体験してみよう

ブランディングに取り組むメリット

ブランディング体験ワーク～魅力の探し方、伝え方～

13:00

13:30

13:40

14:15

15:30

ミニテスト16:40

質問コーナー、案内16:50

終了17:00

当日の流れは下記の通り。

第２章 農福連携ブランドセミナーの開催概要

2.

1

開催日程1

2

3

4

5

以下に掲げる内容を実施した。

当日の流れ2

3 4
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経営者・管理者様向けセミナー［前編］
時間 内容

開場

挨拶、案内

ブランドを理解しよう
ブランディングを体験してみよう

経営とブランディングメリットの関係性

ブランディング体験ワーク～魅力の探し方、伝え方～

13:00

13:30

13:40

15:30

16:00

ミニテスト16:15

質問コーナー、案内16:20

終了16:30

経営者・管理者様向けセミナー［後編］
時間 内容

開場

挨拶、案内

ブランディング体験ワーク～魅力の探し方、伝え方～

ブランディングの目的ワーク

分析ワーク

13:00

13:30

13:40

14:10

14:45

計画づくりワーク15:45

ミニテスト、質問コーナー、案内16:20

終了16:30
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資料の抜粋など3

商品担当者様向けセミナー

　ブランドを理解しよう
　・ブランドとは
　・ブランディングとは
　ブランディングを体験してみよう
　・ブランドを構築しているもの
　・ブランドの独自性を言語化しよう！

1

2

　ブランディングに取り組むメリット
　・事業者側のメリット
　・お客様側のメリット
　ブランディング体験ワーク
　～魅力の探し方、伝え方～　

3

4

　ミニテスト
　質問コーナー
5

6

農福連携ブランドセミナー
ブランドづくりの流れをプチ体験！

商品担当者様向け

ブランドづくりの流れをプチ体験！
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つくる 売る
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農福連携商品への取り組み

04

メリット
・費用が抑えられる
デメリット
・時間がかかる
・技術が低い

メリット
・技術が高い
・効果が高い
デメリット
・費用がかかる

TEAM
TEAM
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農福連携商品への取り組み ブランディングの組織づくり

内部スタッフのみの
ブランドチーム

外部者を入れた
ブランドチーム

現場担当者現場担当者

ブランドリーダー

現場担当者現場担当者

ブランドコンサル

07

品質
保証

管理の
証明

生産者
情報

信頼 差別化

価値向上

価格決定権

ブランドを理解しよう ブランドの起源

12copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential

と言えば、 。
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ブランドを理解しよう 魅力あるブランドに成長させよう

17

自分の商品は何と思われていますか？

（自分の商品名）

題
お

　商品担当者様セミナーのレジュメの一部を掲載（スライド表示のみの資料含む）。

5 6
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在
現

来
未

と言えば、 。

と言えば、 。

ブランドを理解しよう 魅力あるブランドに成長させよう

18

自分の商品についてどう思われたいですか？題
お 差別化したい

付加価値をつけたい

価格決定権を持ちたい

法的保護を受けたい

自社内のチームワーク強化したい

ビジネスパートナーに協力してもらいたい

copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential

一般社団法人ブランドマネージャー認定協会資料を参考にし弊社で編集

1

2

3

4

5

6

%

%

%

%

%

%

ブランディングに取り組むメリット 商品のメリット

20

価値
信頼

価値
信頼
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⑧実行 存在を知らない

存在を知る

認知する

購入する

リピート購入する

応援する

ブランディングに取り組むメリット ブランド化で起こるお客様の変化

24

ブランディング
体験 ワーク

商品名

担当

BRAND GUIDE BOOK
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BRAND GUIDE BOOK 商品ブランディングの目的

商品名

ブランディングの目的

理由
課題

解決したいこと

W-01

1）  どんな場所で農福連携商品を販売できたら、嬉しいですか？

2）  どんな素材・材料で作ったら、みんなが喜ぶと思いますか？

3）  どんなメディアに取り上げられたら、嬉しいですか？

4）  どんな人に出会えれば、1,2,3 は実現しますか？

5）  どんな人に食べて欲しい・使ってほしい、と思いますか？

6）  どんな認定や認証を受けたら、より自信を持てますか？

7）  どんな賞をもらったら、嬉しいですか？

8）  どんな感想を障害者さんから聞けたら、感激しますか？

□事業所または農園　□地元のお店　□高級スーパー　□百貨店　□その他

□地元農産物　□ブランド認定されている都道府県の農産物　□安価な材料　□その他

□地元新聞・テレビ　□全国区の新聞・テレビ・雑誌　□福祉や農業の専門誌　□ビジネス系テレビ番組　□その他　

□地元のキーパーソン　□農業者　□バイヤー　□メディア関係者　□クリエイター　□その他

□障害者さん　□地域住民　　□全国の人々　□料理人　□インフルエンサー　□芸能人　□その他

□ノウフク JAS　□GAP 関連　□HACCP　□認定農業者　　□地元ブランド認定事業　□その他

□ノウフクアワード　□GOOD DESIGN 賞　□野菜ソムリエアワード　□ジャパンフードセレクション　□その他

□工賃が上がって嬉しい　□やる気が出た　□もっと働きたい　□働くのが楽しい　□その他
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BRAND GUIDE BOOK 17の質問
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BRAND GUIDE BOOK アイディアシート
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もの

資源

建物

農地

機械

素材

地域特産物

地域資源

製造方法

6次産業化

IT化

手間暇

歴史

文化

障害者さん

スタッフ

仲間

地主さん

地域の人々

恩人

チームワーク

グループ

個性

地区

環境

地域性

自然

都会

片隅

広い

狭い

共有スペース

個人スペース

楽しい

笑顔

想い

やる気

やりがい

一生懸命さ

面白い

ユニーク

温かみ

安心感

嬉しい

幸せ

美味しい

ユニバーサル

パッケージ

センス

色使い

持ち帰りやすさ

サイズ感

個包装

大箱

ギフト

エコパッケージ

手作り感

インクルーシブ経営

コラボレーション相手

お金の使い道

効率性

個性尊重

5S

認定取得

地域貢献

社会貢献

こと ひと 場所 気持ち デザイン 経営判断

W--04

BRAND GUIDE BOOK お客様シート

地域の
皆さん

□
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障害者さんの
ご家族

□

地域の
スーパー

□

地域の
保育園
幼稚園

□

卸業者・
市場など

□

レストラン・
店舗

□

観光客
□

百貨店・
デパート

□

議員さん・
行政職員

□

視察来訪者・
見学者

□

福祉関係者
□

農業関係者
□

子どもたち
□

農福連携を
学ぶ人々

□

ECサイト
□

メディア
関係者

□

W--07

BRAND GUIDE BOOK スケジュール

売上目標

情報公開日

年

内部メンバー
・
・
・
・
・
結成日：

社外メンバー
・
・
・
・
・
依頼日：

月 日 にて公開

チーム体制

イベント

copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential W--10

BRAND GUIDE BOOK コミュニケーション計画 4P/4C

何を □ネーミング

□パッケージ □ネーミング

□パッケージ

□価格

□購入場所

□購入方法

□情報取得方法

□販売場所

□決済方法

□リアル
・直接営業
・折込チラシ
・DM
・
・

□インターネット
・HP
・SNS
・E Cサイト
・
・

円

いくらで

どこで

どんなふうに

お客様のメリット

copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential W--11

BRAND GUIDE BOOK デザイナー相談シート
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ターゲット

活用場所

数量

形状

素材

希望納期

支払い

予算

権利関係

つくりたいもの

理想の完成イメージ

W--13

BRAND GUIDE BOOK 販売促進物例
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ロゴマーク 名刺 紹介カード 紹介リーフレット のぼり タペストリー

ユニフォーム タオル ラベルシール パッケージ ビニル袋、紙袋 ハンコ

看板 ホームページ SNS 動画 プロフィール写真 キャッチコピー 企画書
稟議書

copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential

BRAND GUIDE BOOK ワークシートの使い方

まずは商品の考えを伝えることから！
内部スタッフと共有し話し合うことで、より強いブランドに。

経営者や管理者、
農園長とも共有しよう！

W--16

BRAND GUIDE BOOK キャッチコピー便利帳
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あっさり・あつあつ

かちかち・かちん・がつん・からから・からっ・からり・かりかり・がりがり・かりっ・がつがつ

きーん・ぎとぎと・きんきん・きゅっきゅっ

くたくた・ぐちゃぐちゃ・ぐつぐつ・くんくん・くちゃくちゃ

ごつごつ・こってり・こてこて・ことこと・こりこり・ごりごり・ころころ・ごろごろ・ころり・こんがり・こんもり・ごくごく・ごっくん

さくさく・ざくざく・ざっくざっく・さっくり・ざっくり・さっぱり・さらさら・ざらざら・ざらり・さっさ

しこしこ・しっとり・しゃきしゃき・しゃきっ・しゃっきり・じゃりじゃり・じゅうじゅう・じゅっ・しゅわしゅわしゅわっ・じゅわっ・しんなり・じゃぶじゃぶ・

じゅーじゅー・じゅわじゅわ・すーっ・すっきり・ずっしり・すべすべ・するする・ずるずる・ずるっ・するり

ちりちり・ちびちび・ちゃぷちゃぷ・ちゃぽちゃぽ・ちゅるちゅる

つぶつぶ・つやつや・つるつる・つん

てかてか

どっしり・とろとろ・どろどろ・とろふわ・とろり・とろーり

にょきにょき

ぬるぬる・ぬめぬめ・ぬくぬく

ねっとり・ねばねば・ねちょねちょ・ねっとり

ぱさぱさ・ばらばら・ぱりっ・ばりばり・ぱりぱり・ぱんぱん・ぱりぽり・ぱちぱち

ひたひた・ぴちぴち・ひやっ・びりっ・ぴりっ・ぴりぴり・ぴちゃぴちゃ・ぴかぴか

ふーふー・ふかふか・ぷくぷく・ぷちぷち・ふっくら・ぷっくり・ぷりぷり・ぷりんぷりん・ふるふる・ぷるぷるぷるん・ふわっ・ふわふわ・ふわり・ふんわり・

ふーっ・ぷつふつ・べたべた・べとべと・ぺろり・ぺろぺろ

ほかほか・ぽかぽか・ほくほく・ぽこぽこ・ぼそぼそ・ほっくり・ぽりぽり・ぼりぼり・ほろっ・ほろほろ・ぼろぼろぽろぽろ・ほろり・ほわほわ・ほんわか・

ほこほこ・ぽたぽた・ぽとぽと・ぽちゃん・ほっこり・ほわん・ほっかほか

まったり・まるまる・みっちり

むちむち・むっちり・むしゃむしゃ

もそもそ・もちもち・もっさり・もったり・もっちり・もぐもぐ・もごもご・もしゃもしゃ・もりもり

やんわり

食べ物の音を集めてみました。

W--15

ミニテスト 10問テスト
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高級で有名なものだけを「ブランド」と呼ぶ。

社会的に良い影響を与えるものだけを「ブランド」と呼ぶ。

ブランド化に取り組むと、お客様と価値交換ができる。

ブランドに取り組むと、お客様は余計な時間を使うことなく商品を見つけることができる。

ブランド化は付加価値を付けたいときに効果を発揮する。

ブランド化に取り組むと、チームワークの強化につながることがある。

ブランド化に取り組むと、価格をお客様が決めてくれる。

ブランド化に取り組むと、お客様の行動も変化する。

ブランド化に取り組むときは、競合の分析は必要ない。

ブランド化により安さ競争に巻き揉まれないようになる。

25
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第２章 農福連携ブランドセミナーの開催概要

経営者・管理者様向けセミナー

　経営者・管理者様セミナーのレジュメの一部を掲載（スライド表示のみの資料含む）。

「ブランド」を理解しよう
ブランディングを体験しよう
ブランディングのメリットと経営の関係性
ブランディング体験ワーク 　
　・ 魅力の探し方、伝え方
ミニテスト、質問コーナー 

1

2

3

4

5

前回のおさらい
ブランディング体験ワーク
こんなトラブルに注意
ブランディングのその他の効果
ミニテスト、質問コーナー

1

2

3

4

5

経営者・担当者様向け

前半 後半

農福連携ブランドセミナー
ブランドづくりの流れをプチ体験！

ブランドづくりの流れをプチ体験！

copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential 02

ブランド化で得たいメリット

セミナーお申し込み時の皆様の回答

認知度向上
販路の開拓
売上向上
工賃向上
価値創造

・経営安定
・長期契約確保
・固定客増加

・人材確保
・笑顔…

安定

1 .

2 .

3 .

4 .

5 .
copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential 04

多かった質問

copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential

1 .

2 .

3 .

4 .

5 .

農福連携の成功事例を知りたい
ブランド化の成功事例を知りたい
ブランド化の必須項目と手順
「地域づくり」における農福連携
価格の決め方

セミナーお申し込み時の皆様の質問

?

copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential

農福連携で成功している事例

農林水産省 HP「農福連携の推進」より

スマホの「 カメラ機能」
または

「 QR 取得アプリ」で
読み込んでください！

?

copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential

最新の「農福連携事例集」

農林水産省 HP「農福連携事例集」より

スマホの「 カメラ機能」
または

「 QR 取得アプリ」で
読み込んでください！

47事例！

?

具体的な農福・商品開発方法

copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential

菜の花 小淵さん（群馬県）

森林ノ牧場 山川さん（栃木県）スマホの「 カメラ機能」
または

「 QR 取得アプリ」で
読み込んでください！

?

copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential

経営体

業
事
◯
◯
◯
◯

業
事
◯
◯
◯
◯

業
事
◯
◯
◯
◯

業
事
◯
◯
◯
◯

業
事
ド
ン
ラ
ブ

ブランド
リーダー

現場担当者 現場担当者兼務兼務

TEAM

ブランドを理解しよう ブランド化への取り組みの準備

05

障害者さん
そのご家族

地主さん
農業委員さん

農業技術指導者さん
や 福祉事業所さん

行政さん

その他関係者さん

copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential

さん

つくる

加工会社さん

ブランドを理解しよう ブランド化への取り組みの準備

06

農福連携を中心とした地域づくりのヒント?

copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential

運搬会社さん

お客様

販売卸先さん
農協さん

デザイナーさん

さん

売る

ブランドを理解しよう ブランド化への取り組みの準備

07

地域住民の方々
地域事業者さん

農福連携を中心とした地域づくりのヒント?
商品の販路開拓方法は？?

copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential

常に「つくる」と「売る」を行き来しながら取り組む

つくる 売る

TEAM

TEAM

事業方針

支払計画

売上推移

人材配置
など…

ブランドを理解しよう

08

農福連携商品

「農福連携」の取り組み
農福連携イベント等

農福連携に関わる内外部のブランドチーム

事業所、農園、マルシェ等

ブランドを理解しよう 農福連携で例える

copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential

品質
証明

管理の
証明

生産者
情報

信頼 差別化

価値向上

価格決定権

ブランドを理解しよう ブランドの起源

品質保証・生産者証明品質大丈夫？
盗品ではないか？
安全なのか…？ お客様との「約束」

copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential 12

ブランディングのその他の効果 コトリコの考えるそれぞれの役割

copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential

マーケティング

ブランディング

デザイン

ブランディングと聞くと誇大によく見せる影の面も思い浮かぶのですが、それは誤認でしょうか？?

プロモーション

9 1 0
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copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential

知名度

価　格

生産量

印　象

高い - 低い

高価 - 安価

多い - 低い

良い - 悪い

ブランドを理解しよう ブランドはこれらに左右されない

15

と言えば、 。

copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential

魅力あるブランドに成長させようブランディングを体験してみよう

18

経営と
ブランディングメリットの

関係性

copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential

BRAND

農福連携に取り組む
みなさん

お客さま

価値
信頼

高額商品
購入口コミ

特別
価格

価値

約束

品質

イベント
優待

限定情報
提供

リピート

応援

信頼
感謝

copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential

¥

ブランディングに取り組むメリット ブランド化に取り組み後～価値循環～

20

価値
信頼

価値
信頼
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⑦実行 存在を知らない

存在を知る

認知する

購入する

リピート購入する

応援する

ブランディングに取り組むメリット ブランド化で起こる「取引先」の変化

広告
CM
ネット活動
折込チラシ
DM
直接営業
メディア露出

サンプル配布
広告
CM
ネット活動
折込チラシ
DM
直接営業
メディア露出

購入方法指南
キャンペーン
サンプル配布
営業シート
PR シート
詳細料金表

契約書
PR シート
特別サービス企画書

イベント招待
特別サービス
限定情報
ノベルティ…

…

…

…

…

性
貫
一

23

初期コストを抑えたブランディング方法は？?

存在を知らない

存在を知る

認知する

購入する

リピート購入

応援

copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential

ブランディングに取り組むメリット ブランド化で起こる「共感」

①分析

④独自性

⑥コミュ計画

③見込客選定

経営戦略

ブランディングの目的

⑤計画の具体化

⑦ブランド要素

⑧実行

性
貫
一

共感

関係者さん

行政さん

農業技術
指導者さん

地主さん

加工会社さん

デザイナーさん

存在を知らない

存在を知る

認知する

購入する

リピート購入

応援

copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential

ブランディングに取り組むメリット 「一貫性」と「共感」の広がり

BRAND

お客さま

①分析

④独自性

⑥コミュ計画

③見込客選定

経営戦略

ブランディングの目的

⑤計画の具体化

⑦ブランド要素

⑧実行

性
貫
一

共感

こんなアイディア
あるんですけど…

その活動を講演で
話しませんか？

他の農地も使って
もらえないかな？

使えそうな補助金
ありますよ

一緒にコラボを
企画しませんか？

取材させてもらえ
ませんか？

新しい品種が
出ましたよ

メディア

取引先

1）あなたが農福連携を始めようと思ったきっかけを教えてください

2）その時、どんな未来を思い描いていましたか？

3）思い描いていた未来と異なっていたこと、苦労したことなんですか？

4）それをどんなふうに解消しましたか？

5）苦労があったのに今も農福連携を続けている理由はなんですか？

6）農福連携を始める時のスタッフさんの反応はどのようなものでしたか？

7）農福連携を始めたらスタッフさんの反応は変わりましたか？変わった場合、どう変わりましたか？

8）農福連携の前と後ではどんなことが変わりましたか？

ブランディング体験ワーク 16 の質問

copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential 25

商品名

担当

BRAND GUIDE BOOK

BRAND GUIDE BOOK アイディアシート

copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential

もの

資源

建物

農地

機械

素材

地域特産物

地域資源

製造方法

6次産業化

IT化

手間暇

歴史

文化

障害者さん

スタッフ

仲間

地主さん

地域の人々

恩人

チームワーク

グループ

個性

地区

環境

地域性

自然

都会

片隅

広い

狭い

共有スペース

個人スペース

楽しい

笑顔

想い

やる気

やりがい

一生懸命さ

面白い

ユニーク

温かみ

安心感

嬉しい

幸せ

美味しい

ユニバーサル

パッケージ

センス

色使い

持ち帰りやすさ

サイズ感

個包装

大箱

ギフト

エコパッケージ

手作り感

インクルーシブ経営

アップサイクル

サスティナブル

SDGs

ダイバーシティ

コラボレーション相手

お金の使い道

効率性

個性尊重

5S

認定取得

地域貢献

社会貢献

こと ひと 場所 気持ち デザイン 経営判断

W-02

BRAND BRAND
copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential

ブランディングを体験してみよう あなたにとっての「ブランド」は何 ですか？

自分の人生の中で、
これがなくなったら自分じゃないと思えるモノ・コト・ヒト・場所

16

BRAND BRAND
copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential

これも「ブランド」ブランディングを体験してみよう

17

もう二度と関わりたくないモノ・コト・ヒト・場所

価値
信頼

価値
信頼

copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential

⑦実行 存在を知らない

存在を知る

認知する

購入する

リピート購入する

応援する

ブランディングに取り組むメリット ブランド化で起こる「生活者」の変化

性
貫
一

22

ブランディング
体験ワーク

ミニテスト 10問テスト
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高級で有名なものだけを「ブランド」と呼ぶ。

社会的に良い影響を与えるものだけを「ブランド」と呼ぶ。

ブランド化に取り組むと、お客様と価値交換ができる。

ブランドに取り組むと、お客様は余計な時間を使うことなく商品を見つけることができる。

ブランド化は付加価値を付けたいときに効果を発揮する。

ブランド化に取り組むと、チームワークの強化につながることがある。

ブランド化に取り組むと、価格をお客様が決めてくれる。

ブランド化に取り組むと、お客様の行動も変化する。

ブランド化に取り組むと、共感の輪が広がる

ブランド化には「一貫性」が欠かせない

27
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BRAND GUIDE BOOK ブランディングの目的

ブランド化する対象（モノ・コト・人・場所）

ブランディングの目的

理由
課題

解決したいこと

W-01

1 1 1 2



1 3 1 4

第２章 農福連携ブランドセミナーの開催概要

BRAND GUIDE BOOK お客様シート

地域の
皆さん

□

copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential

障害者さん・
ご家族

□

地域の
スーパー

□

地域の
保育園
幼稚園

□

卸業者・
市場など

□

レストラン・
店舗

□

観光客
□

百貨店・
デパート

□

議員さん・
行政職員

□

視察来訪者・
見学者

□

福祉関係者
□

農業関係者
□

子どもたち
□

農福連携を
学ぶ人々

□

ECサイト
□

メディア
関係者

□

W-06

BRAND GUIDE BOOK コミュニケーション計画

何を □ネーミング

□パッケージ □ネーミング

□パッケージ

□価格

□購入場所

□購入方法

□情報取得方法

□販売場所

□決済方法

□リアル
・直接営業
・折込チラシ
・DM
・
・

□インターネット
・HP
・SNS
・E Cサイト
・
・

円

いくらで

どこで

どんなふうに

お客様のメリット

copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential W-10

BRAND GUIDE BOOK 色

1
Vivid

3
Strong

4
Deep

2
Bright

5
Light

9
Pale

13
Very
pale

14
Pale
grayish

15
Middle
grayish

16
Very
grayish

17
Very
dark

10
Light
grayish

12
Dark
grayish

11
Grayish

6
Soft

7
Dull

8
Dark

「PCCS のトーン」をもとに作成

度
明

い
高

い
低

彩度 高い低い
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□温度

□重量

□感情

□状態

□文化

□歴史 など

色から伝わるもの

W-1

BRAND GUIDE BOOK 販売促進物例

copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential

ロゴマーク 名刺 紹介カード 紹介リーフレット のぼり タペストリー

ユニフォーム タオル ラベルシール パッケージ ビニル袋、紙袋 ハンコ

看板 ホームページ SNS 動画 プロフィール写真 キャッチコピー

W-14

オンライン（web ショップ）とオフライン（実店舗）での販売に相乗効果がでるようなブランディングは？?

ブランディングのその他の効果 コトリコの考える「ブランディング」の役割

copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential

ブランディングは、

つながりたいステークホルダーと

長期的なコミュニケーションを

重ねていくことで、

実現したい社会に貢献していく「型」。

ミニテスト 10問テスト

copyrighting 2021 株式会社コトリコ All rights reserved. Confidential 28

ノウフク JAS は 2009 年から始まった。

ノウフク JAS をつくったのは一般社団法人日本基金。

ブランディングに取り組む際は、まずブランドチームを作る。

ブランド要素は全て必要だ。

ブランドの起源である焼印をつけた動物は子ヤギ。

社会的に評判の良いものだけを「ブランド」と呼ぶ。

ネットにある写真やイラストは自由に使っていい。

農福連携に取り組む人のメリットには「自己イメージの投影」が含まれる。

お客様のメリットには「探求コストの低減」が含まれる。

このテストの文字は全て「ユニバーサルフォント」でが使われている。

BRAND GUIDE BOOK 対象分析
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対象名

説明

ストーリー

強み・魅力

W-03

BRAND GUIDE BOOK 対象分析
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価格

契約場所・販売場所

関わっている人

売上状況

常連のお客様

新規のお客様

お客様からの評判

W-04

BRAND GUIDE BOOK 競合分析
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対象名

説明

ストーリー

強み・魅力

価格

契約場所・販売場所

関わっている人

売上状況

常連のお客様

新規のお客様

お客様からの評判

W-05

BRAND GUIDE BOOK スケジュール

売上目標

情報公開日

年

内部メンバー
・
・
・
・
・
結成日：

社外メンバー
・
・
・
・
・
依頼日：

月 日 にて公開

チーム体制

イベント
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BRAND GUIDE BOOK ネーミング
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自社コンセプトを
表したネーミング

つながりたいお客様の
心に響くネーミング

BRAND GUIDE BOOK キャッチコピー
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お客様を虜にするデザイン

地域 × デザイン！

タグライン

キャッチコピー

BRAND GUIDE BOOK キャッチコピー便利帳
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あっさり・あつあつ

かちかち・かちん・がつん・からから・からっ・からり・かりかり・がりがり・かりっ・がつがつ

きーん・ぎとぎと・きんきん・きゅっきゅっ

くたくた・ぐちゃぐちゃ・ぐつぐつ・くんくん・くちゃくちゃ

ごつごつ・こってり・こてこて・ことこと・こりこり・ごりごり・ころころ・ごろごろ・ころり・こんがり・こんもり・ごくごく・ごっくん

さくさく・ざくざく・ざっくざっく・さっくり・ざっくり・さっぱり・さらさら・ざらざら・ざらり・さっさ

しこしこ・しっとり・しゃきしゃき・しゃきっ・しゃっきり・じゃりじゃり・じゅうじゅう・じゅっ・しゅわしゅわしゅわっ・じゅわっ・しんなり・じゃぶじゃぶ・

じゅーじゅー・じゅわじゅわ・すーっ・すっきり・ずっしり・すべすべ・するする・ずるずる・ずるっ・するり

ちりちり・ちびちび・ちゃぷちゃぷ・ちゃぽちゃぽ・ちゅるちゅる

つぶつぶ・つやつや・つるつる・つん

てかてか

どっしり・とろとろ・どろどろ・とろふわ・とろり・とろーり

にょきにょき

ぬるぬる・ぬめぬめ・ぬくぬく

ねっとり・ねばねば・ねちょねちょ・ねっとり

ぱさぱさ・ばらばら・ぱりっ・ばりばり・ぱりぱり・ぱんぱん・ぱりぽり・ぱちぱち

ひたひた・ぴちぴち・ひやっ・びりっ・ぴりっ・ぴりぴり・ぴちゃぴちゃ・ぴかぴか

ふーふー・ふかふか・ぷくぷく・ぷちぷち・ふっくら・ぷっくり・ぷりぷり・ぷりんぷりん・ふるふる・ぷるぷるぷるん・ふわっ・ふわふわ・ふわり・ふんわり・

ふーっ・ぷつふつ・べたべた・べとべと・ぺろり・ぺろぺろ

ほかほか・ぽかぽか・ほくほく・ぽこぽこ・ぼそぼそ・ほっくり・ぽりぽり・ぼりぼり・ほろっ・ほろほろ・ぼろぼろぽろぽろ・ほろり・ほわほわ・ほんわか・

ほこほこ・ぽたぽた・ぽとぽと・ぽちゃん・ほっこり・ほわん・ほっかほか

まったり・まるまる・みっちり

むちむち・むっちり・むしゃむしゃ

もそもそ・もちもち・もっさり・もったり・もっちり・もぐもぐ・もごもご・もしゃもしゃ・もりもり

やんわり

食べ物の音を集めてみました。
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理想の完成イメージ
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こんなトラブルに注意



富山

愛媛

山形

愛知

鳥取

兵庫岡山

東京

山梨

栃木
埼玉

京都

石川

北海道

福井広島

静岡

大分

長崎

新潟

長野

滋賀佐賀
奈良

熊本

福岡

大阪

福島

岐阜

岩手

宮城

福祉関係者

16人 80%

農業関係者

8人 40%

農業関係者

4人 20%

福祉関係者

12人 60%

商品担当者

13人 65%
経営者・管理者

3人 15%

その他

4人 20%

経営者（代表者）

13人 65%

広報担当者

3人 15%

管理者
事務局長

所長

3人 15%

農福推進担当者

1人 5%

福祉関係者

82 人 68%
農業関係者

27人 22%

行政及び支援機関

3人 2%

その他

8人 6%

受講者の業種2

福祉関係者：16人（全体 の80%）
農業関係者：4人（全体 の20%）

商品担当者様向けセミナー
福祉関係者： 12人（全体の60%）
農業関係者：8人（全体の40%）

経営者・管理者様向けセミナー

参加状況2.

 

　農福連携に取り組む農業者および福祉事業所等を対象に募集したセミナーの全申込

者数は120 人。うち、福祉関係者 82人、農業関係者27人、行政及び支援機関 3人、その他

8人。全国の割合は以下の通り。

　受講者の業種について、商品担当者様向けセミナーと経営者・管理者様向け

セミナー共に、福祉関係者が半数以上を占めた。詳細結果は以下。

受講者の職層2

商品担当者：13 人（全体の 20%）
経営者、管理者：3 人（全体の 80%）
その他：4人（全体の 80%）
　内訳は生活支援員、就労支援担当者、
　広報担当者、会社の CSR 活動の農福連携担当

商品担当者様向けセミナー
経営者（代表者）：13 人（全体 の65%）
管理者・事務局長・所長： 3人（全体 の15%）
広報担当者：3 人（全体の15%）
農福連携推進担当者：1人（全体の 5%）

経営者・管理者様向けセミナー

 　申込者数1

鹿児島
1 5 1 6

% 数値はすべて小数点以下第2位は切り捨てで表示

　受講者の職層については、商品担当者様向けセミナーは商品担当者、経営者・

管理者様向けセミナーは経営者が最も多く半数を占めた。詳細結果は以下。



とても良かった

31.2%

まあまあ良かった

62.5%

普通

6.2%

理解できた

56.2%

少し理解できた

43.7%

もっとじっくり
取り組んでみたい

56.2%現場で使えそう

25%

仲間と共有
したくなった

12.5%

多かった

56.2%

ちょうど良かった

37.5%

とても多かった

6.2%

アンケート結果のまとめ3.
商品担当者様向けセミナー

セミナーはいかがでしたか？1

セミナーの内容は理解できましたか？2

ワークの内容はいかがでしたか？3

ワークの量はいかがでしたか？3

第２章 農福連携ブランドセミナーの開催概要

1 7 1 8



とても良かった

57.1%
まあまあ良かった

35.7%

普通

7.1%

理解できた

100%

とても良かった

38.4%
まあまあ良かった

23%

普通

15.3%

あまり良くなかった

1票 7.6%

理解しながら
進められた

61.5%

少し理解しながら
進められた

30.7%

あまり理解
できずにいた

7.6%

もっとじっくり
取り組んでみたい

50%
仲間と共有したくなった

42.8%

現場で使えそう

7.1%

ちょうど良かった

71.4%

多かった

14.2%

少なかった

14.2%

多かった

46.1%
ちょうど良かった

38.4%

少なかった

15.3%

もっとじっくり
取り組んでみたい

61.5%
現場で使えそう

38.4%

アンケート結果のまとめ3.
経営者・管理者様向けセミナー

セミナーはいかがでしたか？1 セミナーはいかがでしたか？1

セミナーの内容は
理解できましたか？

2 後編のワークは
いかがでしたか？

2

ワークの量はいかがでしたか？4 ワークの量はいかがでしたか？4

前編前編 後編後編

ワークの内容はいかがでしたか？3 ワークの内容はいかがでしたか？3

第２章 農福連携ブランドセミナーの開催概要

1 9 2 0

前編前編 後編後編



現場で改善しようと思った点（セミナー受講で得た学び）1

テーマ 代表的なコメント

ブランドの意味や、立ち上げ方等が学べてよかった

前編セミナーを具体的に考えることができた

ブランディングの流れ

「○○と言えば○○」という商品なら、簡単ではないだろうが、作って
いけそう。前向きな気持ちになれた

自分自身で具体的に検討をすることができた

今後の方向性が見えた

ブランドを作ることの大切さを学ぶことができた

必要性を再確認できた

課題の明確化

課題の自分ごと化

どのようなことをどの手順でやれば良いのか無知の状態だったので、
ステップ式に教えて頂いたことで、考えるべきことや課題を知ること
ができた

ブランディングの重要性

具体的に手順を実習形式で取り組めたことで不足していた部分・
課題が明確化された。それを意識し業務にあたっていきたい

次年度の取り組みとして、ブランディングを行った商品を開発したいと
考えており、具体的に取り組みをするにあたって大変勉強になった

理解できた理由（その後の効果）2

現場で想定できる改善点3

テーマ 代表的なコメント

資料を見ながらなら、社内の人に説明できそう

わかりやすい資料による
行動促進

書き込み式のテキストやテスト等があり振り返りしやすかった

事前に資料もいただいていたので目を通すことができた

ワークを行うことで、より具体的に考えるきっかけとなった

聞いているうちに答えが出る

より具体的に考えて作業を進めることができた

前編では実例を挟みながら考えるポイントの注意点などの説明が分
かりやすくブランディングを組み上げるまでの手順を再確認できた
後編では手順を実習形式で行なったことで実践のイメージが持てた

わかりやすい資料による
理解促進

ご指導頂いた内容と当事業所の商品を当てはめた時にどう考えるか
は悩んだが、進め方やブランディングに必要なことなどはとてもわか
り易く早速職員と共有し実践していこうと思った

テーマ 代表的なコメント

お客様の目線を考えたブランディング

分析

ブランディングルールの

重要性

ブランドチーム共有の重要性

思い付きではなく工程を踏みながら商品の開発をしていきたいと思った

ルール作りを行うこと

従業員や携わる方々と話し合いを大切にしていこうと思った

一貫性を持って取り組むこと

プロジェクトチームの立ち上げとチーム内での意識の統一

基本方針の見直しなどの参考

まだできていない部分や目的のところをしっかり決めようと思った

ブランディングの

ステップの重要性

商品の理解と他事業所との比較をもっとしていかないと強みを見つ
けることが難しいと思った

今回初歩的な事でいろいろと直す点があったので、地道にすべての
プロセスの見直しを行いたいと思う

周りを巻き込んだチーム作りしたい

共感の広がりにむけた段階を踏んだ取り組み

先ずはチームを作り、ノウフクJAS 取得に挑戦

第３章 事業の成果の整理

１ セミナー受講の効果1.
　セミナー後のアンケートの結果より、「農福連携ブランドセミナー」では講義でブランディングの

基礎を学ぶだけではなくわかりやすさを重視したワークシートを通して受講者がブランディング

を疑似体験することで、参加者自身が課題や魅力を発見し、認知度や価値を高めるには思いつきで

はなくステップを踏みブランディングを経営に生かしていく重要さを学んだことがわかった。

また参加者のシート回答を共有することにより参加者の参考を導いた。その後のオンライン相談で

は個別の事業課題に対して深く掘り下げ解決への示唆や情報提供を行なった。各々に何を課題と

しているか、解決したい内容が様々だということが把握できた。ガイドブック掲載のための参加者

セミナー後取材でも、それぞれ異なった課題を挙げた。

　ここでは、セミナー後のアンケートの自由回答の結果を用いて、本事業の取り組みから明らかに

なったことを整理する。

2 1 2 2

商品やお客様のことを分析・把握し、メンバーで共有していくことが
更に必要だと感じた



商品は違っていても、悩んでいることは同じということが多いのでは
ないかと思い、他の方はどこでつまずき、どのように突破したのかを
知りたかった

テーマ 代表的なコメント

今回の手法でブランド化した商品があればその過程や結果の事例

中小規模農家対象

より多くの事例を知りたい

コロナ禍が収まれば、実際に集まって、ワークショップ形式で他の方と
話し合いながら商品化まで行うセミナーを受講したい。自分が発想で
きない他の方のアイデアを知りたいし多くの事例と費用を知りたい

農業者と福祉サイドを連携するために、どのような展開を作り上げ
て、農業者と福祉の双方で WinWin の関係になる仕掛けとしての事
例紹介であったり、資金力のない大型の福祉事業所が農福連携に希望
をもって取り組めるような、ブランディング手法

ワークショップ形式セミナー

小規模な福祉事業所がそこで働く利用者の生活環境の改善につな
がった手法

商品の客観的評価の仕方などが全く分からず、具体的な方法の例えな
ど教えて頂けるとありがたい

失敗例とその要因あるいは失敗から成功までの過程などの例が多く
あればよかった

より個別性の高い分析・ワーク

小規模対象のセミナー

商品分析、競合分析の開発ストーリーや価格をどのように行なってい
くのかを詳しく知りたかった

実際、自社商品のブランディングについてどのようにしたらよいか知
りたかった

原料から商品化して価格を決定するところまで取り組みたい。価格設
定がなかなか難しいように感じる

特にブランディングの途中過程で出てくるものではあるとは思います
が今後の参考までにお聞きしたかった

取り組んでみたいワーク内容［経営者様・管理者様限定］6

メッセージ7

テーマ 代表的なコメント

ゲストありのセミナー

デザイン知識

ノウフクで成功している方とそのデザイナーの話が聞きたかった

SNS の有効活用やデザインの作成に関する部分をもう少し聞きたかった

参加者との交流のあるワーク

題材ありのワーク 架空でもいいので、皆で共有したモノ・コトなどを題材に、発表まで
体験するワークショップ

テーマ 代表的なコメント

補助金や助成金等の良いものがあれば教えてほしい

自分の商品や地域性・環境の活かし方より多くの事例を知りたい

チーム内統制 ブランディングに係る具体的な費用。事業所全体の共有や職員のやる気。
チーム内でのモチベーションの上げ方、持続の仕方など

ブランディング費用 ブランディングに係る具体的な費用。金額や人数など、具体的な数字を
知りたい

農福連携での
ブランディング事例

支援体制

ペアになって相手の商品の強みを発掘してみたい

ブレインストーミングから取り組みたい

テーマ 代表的なコメント

農福連携の地位向上

セミナー後の気づき 商品を通じて伝えたいこと、販売方法などを明確にし商品作りを行う
のが理想だが、現状はまずは商品を作ることが先行している状況。
事業所の意欲向上と意識改革をどのようにして進めていくか。
支援する側の仕組み（仕掛け）作りも大切だと思った

改善行動への促進 早速、今回学ばせて頂いたブランド化と手法を取り入れながらまずは
一つ商品を作りたい

ブランドの立ち上げ、ノウフクJAS の取得と大きな目標を得る事ができた

やはり一般の方への農福の認識、理解度が低い点が気になった

継続して地元の施設の方と協調して取り組んでいきたい

セミナー参加の感謝の言葉 無料でこういったセミナーを受けられるのは助かった。ノウフクJAS
など初めて知ることも多かった

非常にわかりやすい内容で大変参考になった。実例を踏まえた説明大
変分かりやすかった

濃い内容のセミナーで非常にためになった。今後もこういったセミ
ナーがあると助かる

商品価値を上げるためには、商品のクオリティを上げる方法しか知ら
なかったので、誰にどう PR していくのか具体的な進め方をご指導
いただいてとても勉強になった。授産品をきちんとした商品として
皆様の手に届けられて喜んでもらえることが出来るよう、今回ご指導
頂いたことを実践していきたい

農福連携は自治体によっては全く無関心。どれだけアピールしても、
私共の市は優先調達でさえ、そこの現場担当から体よく断られました。
行政側の浸透度合いも疑問に思った

受講したい農福連携ブランドセミナー4

セミナー内でより聞きたかった内容［経営者様・管理者様限定］5

第３章 事業の成果の整理

2 3 2 4

ブランディングの分析をするにあたり、成功事例を参考にデータ採取
などの注意点を教えて欲しい



要望

（前ページの続き）

新潟市が設置したアグリパーク「食品加工支援センター」のような食品
加工を安価で農家や福祉事業所ができるような施設を、農林水産省が
全国に作ってほしい

農林水産省・厚生労働省連携で取り組んでほしい。国も都道府県も
市町も問題点と解決方法を共有して、同じような施策をそれぞれで行
わずにワンチームで取り組んで頂きたいと常々感じている

農福連携を用いた生活困窮者むけのサポート事業の受託などをしやす
くしていただけると、行政（市町村）に説明しやすい

オンライン相談会のまとめ2.

・商品分析方法

・社内でのチーム作り

・売上目標の立て方

・ブランドアイデンティティについて

・販売時のPOP

・パッケージデザイン

・効果的なPR 方法・そのための商品構成

・店頭での陳列方法

・自社商品のブランド力の強化

・助成金について

・農産物の商品化

第３章 事業の成果の整理

2 5 2 6

　本セミナー終了後、受講者が個別にブランディングの相談ができるオンライン相談会

を行なった。

　1回45分のオンライン相談会では8組の募集をし、8組全て応募があった（内1組は 2回

実施）。相談内容はブランドの方向性と幅広い相談から、チーム形成、商品づくり、販促

方法など、現場ですぐ実行できる相談まで多種多様だった。

おおまかな相談内容は以下。

　オンライン相談会の中で最も多かったのは、強みは把握しているがそれがお客様にと

ってどのような価値となるのかの考えが不足していること。そのためにはお客様になる

方を定めると良いが模索中の方も多かったと感じる。

　そのためワークシートの活用方法や事例を共有したり、資料を作成し提供することで

解決に向けてのアドバイスを行なった。



　以下は自由回答からの分析結果。

 

第４章　今後の農福連携におけるブランディングについての考察

アンケートの結果等を踏まえた
農福連携のブランディングの課題、今後の方向性についての分析

2 7 2 8

おわりに

セミナーの感想で「良かった」「まあまあ良かった」と答えた商品担当者様向けセミナー受講者は「93.7%」、

経営者・管理者様向けセミナー受講者では前編 92.8%、後編 61.4% となり満足度は高かったと言える。ま

たセミナー理解度のアンケートにて「理解できた」との回答は商品担当者は 56.3%、経営者・管理者の前編

は 100%、後編は 61.5% という結果と、そしてワーク内容の回答では「もっとじっくり取り組んでみたい」

がどちらも 50% を超えていることから、ワークに取り組む際には、より長い時間や取り組む機会の提供が

期待されていることがわかった。

ブランディングの理解度

　前述したとおりブランディングへの理解度は高く、またより深い理解への関心も高いことが自由回答か

らも伺えた。このことから、受講者の中でよりブランディングを学びたいという欲求が生まれたとともに、

より個別性の高い支援が求められていることがわかった。その支援を実現できれば、農福連携に取り組む個

々の事業者にブランドを育む力が付き、結果それが農福連携の取り組みの底上げにつながることを感じた。

成功事例について

　今回は「ブランディングの流れ」の体験を目的としてセミナー内容を構成したため成功事例は農福連携の

取り組み以外の事例を紹介したところ「農福連携の事例ではなかったのが残念」との意見が多くあった。

中でも有名な大手の事例ではなく小さい規模で成功している事例を求める声が寄せられた。今後事例に適

した事業者をピックアップする際は、まず前提として多様性を持った農福連携の取り組みで何を「成功」と

するかの検討・協議を行うこと、そして事例に適した事業者の抽出にあたり農福連携関係者がたと事業者

の関係性や業界全体のパワーバランスも加味する必要があることを考慮すると、農福連携の有識者の意見

を確認し教示いただく機会の必要があると感じた。

セミナーの形態について

　対面でのワークショップにて交流や意見交換が可能な場を望む声もあったと同時に、オンライン相談の場

では、事業者自身の取り組みを他社へ公開することは競合相手から技術やアイディアを盗まれる可能性に

繋がることを危惧する声も寄せられた。農福連携の仲間といえど競合であることは事実なので、受講者の

ブランド戦略等の情報公開範囲に十分に配慮した上で、効果の高いセミナーとなるよう内容の構築をして

いく必要があると実感した。解決に向かうためには、「情報交換する場」「自身の経営にじっくりと向き合う場」

などの目的別開催の必要性があると考える。

　また対面でもオンラインでも、グループワークを可能とする場づくりを実現するためには、グループワーク

で躓いてしまう方を取りこぼさないよう ”ブランディングを支援するサポーター ”を育成する機会も必要と

なる。サポーターの選出方法としては、今回の参加者を 1 期生と設定し、その相談や個別性の高いセミナー等

を用意し、理解を深めていただいた後にセミナーのサポートに回り教える立場の役割を担うと、その体験が

自身の知見となり現場でのブランディングにも役立つと考える。

　以上のことから、今回最も多かったブランディングや商品づくりの初心者の方々には、やはり一般的なセミ

ナーやワークショップを実施するだけでは現場における実践は大変難しいと感じた。そのため、受講者自身の

考えやアイディアにしっかりと向き合い、言語化していく機会の提供が農福連携に取り組む皆様のブランド

力の向上に役立つと考える。

1) ブランディングを軸とした、情報交換、情報共有できる場の提供

2) 個別性が高いブランディング戦略を考える場の提供

3）個別相談の提供

以上の 3 点を実現することで、将来のノウフク JAS の取得やノウフク・アワードなどに取り組む準備とし

て、事業者自身が自発的に事業や商品を開発できる力を付け独自性を表現できる活躍が望めると感じる。

　刻々と発展する農福連携の概念を、主催者自身も学び、体験し続けるからこそ受講者へリアルな情報を届ける

ことができることを今回とても強く感じました。インタビュー映像でお世話になった障害福祉サービス

事業所菜の花様、森林ノ牧場株式会社様での体験は今回のセミナーの企画・開催する際にとても重要な経験

となりました。今回の事業は調査から始まり、学びや体験をした上であらゆる関係者皆様のご支援・ご鞭撻に

より当事業の企画開発、運営を遂行いたしました。この事業自体が今回セミナーで皆様と共有した「ブラン

ディングの流れ」に沿い全てを構築しております。今回関わりのあった全ての方々を勝手ながらひとつの

「チーム」として捉えさせていただき、セミナーを「対象」にブランディングの目的を決め、企画分析と競合、受講

生対象層を分析し、ブランドアイデンティティを定め、計画し、グラフィックを製作し、小さな PDCA を回し

ながら実行しました。事業は今年度で終了いたしますが、この事業が受講生の新たな一歩を踏み出すきっかけと

なることを心から願っています。


